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らは、高橋一樹氏の『中世荘園制と鎌倉幕 府』が あり 、都市論か らは高 橋
慎 一 朗 氏 の 『 中 世の 都 市 と 武 士 』、秋 山 哲 雄 氏 の 『 北条 氏 権 力 と 都 市 鎌
倉』がある。法制史の視点からは、古澤直人氏の『鎌倉幕府と中世国家』、
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ここでは佐藤進一氏の『古文書学入門』に整理された下文・下知状・
御 教 書 の あ り 方 が基 礎 と な る 。「 下文 と 下 知 状 は 永 続的 効 力 を も つ の に
対 し て 、 御 教 書 は限 時 的 効 力 を も つに す ぎ な い 」。 下知 状 の 発 生 に 伴 っ
て 、 下 文 は 「 承 久 乱 以 後 は も っ ぱ ら 知 行 充 行 と 譲 与 安堵の 二 項 に 限 ら
れ」、嘉元元年（一三〇三）に外題安堵の規定ができて以後は、「下文は
知 行 充 行 だ け に 限ら れ た 」。 そ の 間、 下 知 状 は 下 文 とと も に 譲 与 安堵に










た 。「 在 地 住 人 宛所 型 」 か ら 「 宛 所空 白 型 」 を 経 て 「受 給 者 宛 所 型 」 へ
と 変 化 し て い く と さ れ た 佐 藤 氏 の 説 を 、 近 藤 氏 は 文 書 の 網 羅 的 検 討 か
ら 、「 在 地 住 人 宛所 型 」 か ら 「 受 給者 宛 所 型 」 を 経 て「 宛 所 空 白 型 」 へ
と 変 化 し て い く とさ れ た の で あ る 。そ し て こ の 変 化 のう ち 、「 在 地 住 人
宛所型」から「受給者宛所型」への転換の背景には「職の観念の変化」
があるとされたのである。本章ではこの近藤氏の説を再検討した。在地
住 人 宛 所 型 と 受 給 者 宛 所 型 の 特 徴 の 再 検 討 か ら 、 な ぜ 型 が 変 化 し た の
か。型の変化の背景にあるとされた「職の観念の変化」という漠然とし





れ て い た こ と も 確認 し た 。 こ の こ とか ら 、「 受 給 者 宛所 型 下 文 」 の 登 場



















































































































































や 児 玉 真 一 氏 は あ く ま で 守 護 と し て 捉 え る べ き と の 論 考 を 発 表 さ れ て い
る。そこで本章では、防長守護の発給文書・受給文書をいま一度通覧し、
防長守護が六波羅探題や鎮西探題のような守護の上に立つ広域統括機関、





関 係 の 関 連 文 書 か ら も 他 の 守 護 を 指 揮 下 に 置 く 上 級 権 力 者 と す る こ と も
できなかった。さらに六波羅探題からの受給文書の存在は、六波羅探題か







































た。      








































を た ど る こ と に も な っ た 。 軍 兵 の 出 動 を 命 じ る 軍 勢 催 促 状 は 奥 州 征 伐 以
後、蒙古襲来・元弘の変などの戦時のみならず、異国警固番役・石築地役
の 催 促 と い っ た 準 戦 時 、 京 都 大 番 役 の 催 促 と い う 平 時 に も 発 給 さ れ て い
た。また謀反人の召し進めなどの治安維持のためにも発給されていたこと























































文 書 は 両 探 題 の 中 間 統 括 機 関 と し て の 性 格 を 自 ず と 示 す も の と な っ て い
たのである。また、宗頼以降の防長守護は、宗頼の出自の高さからも「長
門探題」の呼称が想定されていたが、関連文書から「探題」という中間統
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受給といった行政面から各機関による統治システム、相互関係を分かりや
すく示し得たと考える。  
第三部は、第一部・第二部とは視点を変え、文書機能を主要論点とし、
鎌倉幕府による文書行政の一面を検討した。文書は発給主体や様式によっ
て、その性格付けがなされることが多い。しかし、文書は何のために発給
されたのか、そこには何が書き記されているのか、その内容によって如何
なる働きをするのか、など機能的な面を軽視して論じることはできない。
そこで第三部ではその例として和与状・譲状といった私文書の公文書化、
および軍事関係文書を取り上げた。和与状・譲状といった私文書が公文書
化されることによって御恩受給と結びついていく。また、一連の軍事関係
文書の行き着く先は所領所職の給与といった御恩である。御恩と奉公は鎌
倉幕府の存立基盤であり、その一面をこれらの文書上に認めることができ
るのである。鎌倉幕府の文書行政を考察するには様々なアプローチがある
と考えられるが、ここでは二章にわたってその一面を示し得たと考える。 
 鎌倉幕府は武力集団として出発したのであるが、統治機関となることに
よって文書による統治を行うようになり、その統治、行政の諸相を残存文
書が今に示してくれている。関東からの発給文書は幕府の政治情勢と密接
な関係を有しており、文書行政の変化の背後には執権制の推移を見て取る
ことができた。また、地方統治機関の発給文書・受給文書は地方統治シス
テムを読み解く鍵となり、関東との統治関係を示していた。さらに視点を
変えることによって、幕府の存立基盤である御恩と奉公の関係の一面を見
出し得たのである。文書によって時々の、そして立場ごとの幕府像が浮か
び上がってきたのである。  
 
